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「背景その他」の 7 点の下位カテゴリが見いだされた。 
 次に，＜研究 2＞では，＜研究 1＞で得られた「子ども理解」の視点カテゴリが，保育







 ＜研究 3＞では，さらに経験年数の区分を細分化し，新任者，熟練者と，経験年数 4 年


























＜研究 6＞では，公立保育所に勤務の熟練者 3 名を対象に，＜研究 5＞と同様の方法で，
これまでの実践経験から「子ども理解」の変化の契機について分析を行った。分析の結
果，対象となる子どもの姿，熟練者の存在，保育者以外の異なる立場の経験，養成校時代
の経験，園全体での課題共有の 5 点が契機として見いだされた。この中で，園全体での課
題共有の契機については，熟練期の保育者のみでみられた契機であり，また本研究により
新たに見出された結果であった。このように，保育者が実践経験の中で，「子ども理解」
に変化をもたらす契機は，養成校時代の経験に端を発し，新任期の熟練者の存在，その後
個人のライフステージの変化による保育者という立場以外の異なる立場の経験，熟練期で
の園全体の課題共有等，それぞれのキャリアの段階による契機の違いが明らかにされた。 
以上，本研究で得られた結果から，保育者の「子ども理解」の力量を形成していくうえ
では，養成校時代には，自分自身の子どもに対する心情理解を客観的に振り返る力を身に
付けること，実習先や授業内で「子ども理解」の根本的理念に触れることが重要であるこ
とが示された。また，新任期から中堅期に掛けての保育者にとっては，経験者による援助
が「子ども理解」の変化に大きな影響を与えるため，モデルとなる熟練者や「子ども理
解」の視点を提供する存在が重要である。それと同時に，園環境としては，子どもの心情
や関わりに対して率直に意見交換できるインフォーマルな体制整備を行うことが「子ども
理解」の変化につながることが示唆された。そして，中堅期には，自力での「子ども理
解」が通用しない場合，熟練者が中堅者の保育行為の意味づけや子どもの心情解説を共に
行うこと，新たな知識獲得や研修で，他者の「子ども理解」の見解に触れることが，「子
ども理解」の変化に寄与することが示された。最後に，熟練期では，保育者個人の力量で
は解決が困難な事例が発生した際に，園全体での課題共有が図られることが，「子ども理
解」の変化には重要であることが明らかにされた。このように，保育者の専門的力量の一
つである「子ども理解」の力量形成を行う上では，新任期から熟練期と経験を重ねる中
で，子ども心情を読み取る個人的能力と，園全体の資質向上体制の両者が整うことでその
力量が向上していくことが示された。 
  
４ 
博士論文審査の要旨 
 
審査委員会は、「課程博士の学位論文審査等に関する内規｣第15条に基づいて博士論文等
の審査を下記のように実施した。 
 
１．公開試問 
 公開試問は令和３年１月30日(土)13時～14時、８号館６階ゼミ3･4教室において実施さ
れた。博士論文の内容について発表後、その内容と関連事項について質疑応答が行われた
。公開試問における発表は、博士論文としての学術レベルを満たすものであった。また、
質疑に対する回答も適格であり、十分な学識を満たすものであった。 
 
２．審査委員会 
 審査委員会は公開試問終了後、発表者に追加質問を行った。公開諮問・追加質問の結果
を踏まえ博士論文の可否を審議した結果、審査委員会は、全員一致で論文内容は学位論文
として価値あるものと判断し、この結果を児童学研究科委員会に報告することとした。 
 
３．博士論文の内容と成果 
（1）論文構成 
 本論文は、5つの章、本文163頁、付録資料等13頁、図表26葉から成っている。 
 
（2）論文の内容と成果 
 本論文は、保育者の専門的力量の中核である「子ども理解」を取り上げ、その力量が経
験年数によりどう異なるのか、また、どう変化するのかについて、量的、質的アプローチ
から検討することを目的としている。その検討は、第1章における｢子ども理解｣に関する
先行研究のレビュー及び目的の設定、第2章、第3章における「子ども理解」の視点の整理
と調査による量的研究、第4章における「子ども理解」の変化とその契機についての質的
研究により行われた。その結果、以下のことが明らかになった。 
① 「子ども理解」の視点は、「外面的理解」「内面的理解」「背景」「他者の内面的理解」
の４つの上位概念とそれぞれの下位概念から構成されることが示された。 
② ①で見いだされた「子ども理解」の視点カテゴリーを基に、新任者と熟練者の違いを
検討した結果、新任者は「外面的理解」、熟練者は「背景」に着目する傾向が明らかと
なった。 
③ 「子ども理解」の変化の主な契機として、新任者は、熟練者の存在、中堅者では同僚
や熟練者の存在に加え研修経験など、熟練者では園全体での情報共有であることが示
された。 
以上の主要部分は日本家政学会、教師学会の論文誌他で公表済みである。 
 
（3）今後の課題 
今後の課題としては対象施設を広げ、保育者の「子ども理解」を変化させる熟達化プロセ
スを詳細に検討すること等が挙げられた。 
 
 
 
 
５ 
試問の結果の要旨 
 
審査委員会は、｢課程博士の学位論文審査等に関する内規｣第15条に基づいて博士論文等
の審査を下記のとおり実施した。 
 
１．公開試問 
 公開試問は、令和３年１月30日（土）13時～14時、8号館6階ゼミ3･4教室において実施
された。博士論文の内容について40分の発表後、内容及び関連事項について20分の質疑応
答が行われた。その後、別室において審査委員会は発表者に追加質問を行った。いずれの
質疑に対する回答も適格であり、十分な学識を満たすものであった。 
公開試問･追加質問の内容は、以下のとおりである。 
・今後、多様な保育施設の保育者に対象を広げ、違いを検討することについて 
・保育者の、特に中堅者におけるキャリア発達について検討することについて 
・経験年数以外の指標から経験の違いを検討することの重要性について 
 
２．試問の結果 
 審査委員会は、公開試問終了後、別室において博士論文の可否を審議した。その結果、
試問担当者は、本論文が学位論文として価値あるものと判断し、全員一致で合格と認め
た。 
